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グループ・エンパワメント・トータルサポート事業（通称；EQ \* jc2 \* "Font:AR P丸ゴシック体M" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ゲッツ),GETS)）では、今年度も引き続き、出前講座を企画します（2007年度4グループ、2008年度4グループにご活用いただきました）。講座全体をパックでお引き受けするお得な企画です。

講座パック内容と料金設定　時間：3時間～6時間
講座料は、ヒアリング／日程調整などセンター事務局管理費

／ファシリテーター派遣／ファシリテーター宿泊費1泊／資料印刷
／アンケート作成・集計／報告／その後のフォローなどが含まれた金額です。

　　　  単グループの内部研修　　　　　 　　　講座料 ３１，５００円（1日）　※消費税込
別途、交通費実費をいただきます。
　　    CAPグループのネットワーク／連絡協議会 など複数グループの研修
講座料　４７，２５０円（1日）　※消費税込
別途、交通費実費をいただきます。
· 会場費や会場の備品などの貸し出しに関しては主催者に負担していただくことになります。
· 講座担当のファシリテーターの食事、飲み物については、準備の必要はありません。

日程・時間帯についてはご相談に応じます（申し込みは1ヶ月前まで）。お気軽にお問い合わせください。
基本的には、１回の講座は５～６時間をお願いしています。
効果的な講座を実施するため、ご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　  　　事前ヒアリングシートで、講座の実施目的、ご希望の講座内容等を提出していただきます。それを参考に、講座内容を組み立てていきます。場合によっては直接お話しさせていただき、できる限り実状に即した講座を実施していきたいと思っています。ご協力をよろしくお願いいたします。

１　お申し込みは開催希望日程の1ヶ月前までにお願いします。

　　　　２　実施日が確定しましたら、事前ヒアリングシートを提出していただきます。
（場合によっては後日ご連絡させていただき）講座内容などを決定します。
（宿泊が必要な場合、手配は事務局で行います）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　会場等の手配をお願いします。（できればホワイトボード２つをご用意ください。）

４　当日の資料はファシリテーターが持参します。会場の準備等は主催者でお願いします。
５　講座を行い、アンケートに記入していただき、振り返りを行います。

	主催者（ご依頼の担当者）
	GETS事業担当

	問い合わせ

事前ヒアリングシートを提出

（講座を通して解決したい課題等）

会場手配

広報・告知・参加者受付など

備品等の準備など

当日の会場準備など

講座料＋交通費実費支払い
	ヒアリング

日時の確定

　　　事業に関する確認書送付

資料・アンケート作成・印刷(持参)

アンケート集計・報告

講座料＋交通費実費請求






グループあるいはネットワークでの活用をお待ちしています！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当:ＮＰＯ法人ＣＡＰセンター・ＪＡＰＡＮ　　ＧＥＴＳ事業担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先:ＴＥＬ０７９８－５７－４１２１／ＦＡＸ０７９８－５７－４１２２

　E-mail:info@cap-ｊ.net

講座内容　－　メニュー　－


Ⓐグループ運営の基本


Ⓑ活動継続のための戦略・戦術・計画


Ⓒ会議/ミーティング


（合意形成・会議の進め方・模擬会議など）


Ⓓグループの課題を発見し、課題解決につなげよう


Ⓔフィードバックは成長の鍵！


Ⓕファシリテーション・グラフィックにトライ！


Ⓖその他（グループ間のネットワークの重要性等）


　











お問い合わせから講座終了までの流れ





[子どもへの暴力のない社会を作るための運動]「社会変革のための運動」「運動」という感覚はなく、今までやってきた。視点が変わった。


　　　　　・「グループ運営の基本」参加者の声から





社会資本という言葉で信用・信頼、そして、予算と決算報告が大事だと確認。コンセンスを得るという事の難しさ、方法手段で自分以外の人を理解していき協力を得ていく社会になれるのだということ、私にはまだその方法が解らないが、当日メンバーで、優しくそれを理解して正しく言葉かけをして、話し合いを進めていくメンバーがいて、そうなりたいと思った。


・「グループ運営の基本」参加者の声から











一つ一つの課題について、丁寧に私たちに問題を投げかけることで、私たちは自分の頭でそれぞれが考え、それを言葉にすることができたように思います。


・「グループ運営の基本」参加者の声から











